
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑が丘だより 
【学校教育目標】：明るい未来を創造する 心豊かでたくましい生徒の育成 

（https://www.edu.ayagawa.ed.jp/ayakami-j/） 

２０１９年１１月１日（金）  

綾川町立綾上中学校  第８号  

上行形のメロディが表す気持ちとは 
秋が本格的に深まってきました。空気が澄み、真っ青な空を気持ちよさそう  

に鳥たちが飛んでいます。その中でも「ピーヒョロー」と鳴きながら雄大  

な空を我が物顔に飛ぶ「とんび」の姿は、大空を飛びたいと思う人間の  

まさにあこがれ的な存在と言えるのではないでしょうか。  

さて､｢とんび」と言えば、小学４年生で習  

った、葛原しげる作詞、梁田貞作曲の童謡が  

あります。右の楽譜を見ると出だしの１小節  

で低いドから高いド（１オクターブの上行）に一気に向かうメロディラインは、「とんび」が

大きな羽を使って大空を駆け上がっていくかのようなエネルギーを感じます。  

音楽において音が上に向かって行く形は、そのメロディのエネルギーを考える手掛かりにな

るものです。上行形のメロディラインは、エネルギーが増し、それに伴って自然と音も強くな

っていきます。この｢とんび｣の他に、上行形のメロディラインが特徴的な曲を紹介します。  

まず、１９７０年代に一世を風靡したチューリップというグル

ープのヒット曲「心の旅」です。冒頭からいきなり上行形のメロ

ディラインによるサビのインパクトは、この歌詞の主人公の強い

旅立ちへの意志（感情）が感じ取れます。上行形のエネルギー感

の爆発が大ヒットに繋がったのではないでしょうか？  

また、１９６５年に大ヒットした北島三郎さんの「函館の女
ひ と

」

は実に興味深い出だしとなっています。何と開始音の低いレから

たどり着く到着音の高いファ♯はオクターブ(８度)を越える１０

度の音程まで上行しているのです（右図）。当時、北海道への旅と

いうものが、心から「はるばるやってきた」といったイメージと

してその上行形に表現されているのではないかと思われます。  

このように、上行するメロディラインは、どこか気分が盛り上がる要素を強く秘めている感

じがします｡上行形のメロディが表す気持ち、上を見ること、上を向くことは目標(｢目当て｣)

を設定する上で、非常に大事なポイントとなります。「足元を固める」ことから始めないと高

いジャンプはできないと言われる時もあります。しかし、ジャンプする方向が見えていない、

分かっていないのに足元を固めても意味がありません。やはり、上を見て、上にある目標(｢目

当て｣)をしっかりイメージすることが「実行」へのスタートになると思うのです。  

坂本九さんの歌に｢上を向いて歩こう」という歌があります。英語圏では

｢SUKIYAKI(スキヤキ)｣と呼ばれている曲ですが、この曲にも、上行形のメロデ

ィラインがふんだんに使われています。エネルギー感が世界の人を和ませている

のだと思います｡「とんび」のように上昇気流に乗って、まずは上を向いて、そ

こに見える｢目当て｣に向かって歩いて欲しいと思っています｡ 

レ→ﾌｧ♯  

何と ! 

10 度 !! 

【綾上中 HP】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

１１月の主な行事予定 
３日（日） 廃品回収           １７日（日） ＰＴＡ研修旅行 

５日（火） 「弁当の日」         １８日（月） 第２回高校説明会 

１３日（水） 第４回学習の診断（３年）   １９日（火） 期末テスト期間 (部活中止 ) 

１３日（水） 県学習状況調査（１・２年）  ２６日（火)～２８日（木） 期末テスト 

 

クラスの力が結集した青春満祭！ 
１０月１９日（土）に、本校の校内文化祭「青春満祭」を開催しました。「輝け  僕らの青春

～みんなの思いを歌にのせて～」のテーマのもと、ＡＳ学習の箏の発表に始まり、グループに

よるダンス発表と続きました。そして、今年のゲストは「瀬戸フィルハーモニー交響楽団」か

らヴァイオリン、チェロ、ピアノの方々においでいただき、素敵なピアノ三重奏を披露してい

ただきました。中でも､｢チャルダーシュ」はヴァイオリン奏者が生徒席や保護者席まで降りて

こられて、目の前で演奏するパフォーマンスを披露してくださり、本当に間近で生の音を聴く

ことができました。３年生の有志の発表も加わり、素敵な時間を過ごすことができました。  

午後からは、いよいよ合唱コンクールです。１年生から３年生まで、今までの練習の成果を

発表しようと、どのクラスからもその意気込みが伝わってきました。  

英語はスピーキングテストの時代へ 
１０月１７日（木）に、香川県では昨年度から生徒の英語４技能(聞く、話す、読む、書く)

をバランスよく育成するため、資格・検定試験（GTEC Speaking Test）を活用した｢話す｣調

査（スピーキングテスト）を２年生で実施しました。一人一人にタブレットパソコンとヘッド

セット（ヘッドフォンとマイクのセット）が配られ、それに向かって英語で話して解答をして

いきます。最初は緊張していた生徒でしたが、問題が進むにつれて、だんだん声が教室に響く

ようになりました。「話す」技能は英語の重要な技能の一つです。英語が自由に使えるように

なったら、素敵ですよね！近い未来、英語の授業や試験は大きく変わりますよ！  

【１年１組の合唱】 

【もののふｸﾛｰﾊﾞｰＺ】 

【ヘッドセット装着】 【タブレットは一人１台】 【問題を読む時間は静かです】  【あちこちから英語が聞こえます】  

【安定感ある箏合奏】 

【２年１組の合唱】 【２年２組の合唱】 【３年１組の合唱】 【３年２組の合唱】 

【こんなに近くで！】 【動画はどうだった？】 【今年の十川企画】 

地域の運動会で吹奏楽部が演奏！ 
１０月２７日（日）は、晴天の中、羽床

上で地域の運動会が開催され、本校吹奏楽

部がお昼の時間に「マリーゴールド」「にじ

いろ」「宝島」の３曲を演奏しました。  


